
 
 

   
 

さいわい は、地域の見 り活動を行 ている「 まも れ 町」の 力 （見

り テ ア）の さんが となり、 護 ーム「し うじ 」地域 ス ー

スにて平成 28(2016)年４月４日の ー 以 、地域 の テ の場として されてい

ます。

 

 
 

千葉市より、 生 が 定する「 生

活 事業」の 地 として 町 地

会に がかかり、 的には 町２ 目全域で、

「 まも れ 町」（ 、 、来 による高

齢者の 認を行う、 町２ 目一 らし

高齢者等見 り支援事業、以下「見 り支援事

業」）が、平成 21(2009)年 から、千葉 社会

福祉 会が を けるという で まりまし

た。平成 2 (2012)年 からは、あんしんケア

ー 町が事業を き ました。 
当 、見 りをして しい 、したい を地

域全 ステ で り、「 力 」（

テ ア）の体制ができました。 
しかし、見 りをして しい が 定したよ

りも なか たため、「見 り支援

事業」と 行して、 力体制を活

かすことができる取組 について、あんしんケ

ア ーが会 で し、 の一つが「地

域 」でした。「国 1 号 いには、 ー

ーシ はあるものの、も と に ま

ることができる場 が しい」という地域の

ー と合 したため、 ー に けて 備が

まりました。 
場 の 定については、地域福祉 化

の取組 を行 ている 住 の 会場も

として がりましたが、高齢者福祉施 「し

うじ 」は、 より新し るい

であること 、施 の 力的な もあり、

ーの「ここで りたい」という ちで

一 しました。町内 会場を地域 に活用

している場合もありますが、「 を いで る」

というち とした動 を ける が、より

に れる場 になるのではないかとも じた

とのことです。 
ー に しては、生活支援 ー ー

ーの しと、社 町２ 目地 部会の

ア がありました。 

 

現 は、 、 、 、ス ースの利用は

。 の ち は施 の をいた

 

 

   
 

いています。また、 期 が大変ではないか

と見 んでいましたが、必要な は テ

アの が ち り、あ という に まり

ました。 ー ーは、 が れても同じ にな

るように ーシ を うことにしまし

た。 
テ アの で 画な な

を ている がおり、それ れ を ら

して に取り組んでいます。 

 「 まも れ 町」の テ アと地域の

関 関の 力があり、１年の 備期 を て

ち げとなりました。 は、 テ

アの の らしい で「住民 体の いの

場」として地域に定 しています。 
 

 現 、1 の テ アが し、シ

制で しています。地域福祉活動は、 い

と われていますが、こちらの活動に関し

ては、 いにも テ アの が

しているそうです。 は、 テ アの

のさりげない い りによる

いのス ースとな ていました。一日 0 の

お が来場されています。 
テ アの さんからは、「来てよか た

と えるよう、 るい で している。」「い

つまで てもいいような りを け

ている。」「あえて もない がいいと

う。つい な な め た な

るが、来場者は必 しもそれを めていないと

うので、 りす ないように。 い意 で来

場者にあまり い ないようにして、 な

を ている。」「あんしんケア ー

が関わ ているので、 テ アとしては

して取り組める。」とい た が かれました。 
 活動意 の高い テ アが ている場

で、ア アを することで、実行 のあ

る前 きな取組 が生まれているようです。

は、 かが ー を ようなことであ て

も、 い が 発的に活動してい ことで、

分たちの活動として ん ん 実した取組 と

な ています。 
 

市内全域で「活動をした ても に まれ

るス ースが い」とい た は 、地域住

民等が地域福祉活動に利用できる場 として、

社会福祉施 内の きス ースの活用が期 さ

れています。 
（ 計画 （３）「市内施 一 」に掲

しています。活動にお て さい。） 

な の に来ていた けるようになる

といいと います。当 は、 の参加者が

か たのですが、 に の ー の も

見えるようになりました。 は、 て

のお さんな にも、 に ていた ける

ようになると しいです。 
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